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はじめに

　石川県では白山麓を中心にニホンザル（以下，サ
ルとする）の個体数調整捕獲を実施してきた（石川
県，2012）。近年は県内に生息するサルの個体数は
増加傾向にあり，それに伴い捕獲個体も増加するこ
とが推測される。捕獲された個体は捕獲調書に個体
の特徴が記録され，一部の個体については歯による
年齢査定分析が行われている。
　サルの年齢推定には外見的な観察，歯の萠出順序
及び年輪による 3 つの方法が知られ，このうち歯
の年輪による年齢査定はほぼ正確な絶対年齢を推定
することが可能である（羽山，1995）。今回の研究
では，比較的簡単に計測可能な個体の体重や頭胴長
と，歯の年輪によって査定された年齢（以下，査定
年齢）との関係について解析を行い，体サイズの測
定値から年齢推定が可能かどうかについて考察を行
った。体重や頭胴長は査定年齢と相関関係を示し，
小さいサイズの個体では年齢推定が可能であること
を示した。

方　　法

　2000 ～ 2008年にかけて主に白山麓から個体数調
整捕獲によって収集された231個体を解析に用いた
（表 1）。オス，メス及び不明の個体数は，それぞ
れ119，95及び17であった。これらの個体は石川県
白山自然保護センター（白山市木滑）で，雌雄の別
や個体のサイズ（体重，頭胴長，前掌長および後掌

長）が測定され，捕獲調書に記録された。体重は生
重，頭胴長は尾の付け根から背中を通って額上部ま
でを整形しないで測定した。
　年齢査定には基本的に各個体の第 1 切歯を分析
に用い，（株）野生動物保護管理事務所に依頼した。
一部の個体の分析結果は年齢幅で示されており，今
回の解析にはその中央値を用いた（例えば，査定年
齢 0～ 1才の際は0 5才）。
　体重と査定年齢の関係は雌雄の別に体重が記録さ
れている206個体（オス115個体，メス91個体），頭
胴長と査定年齢の関係は雌雄の別に頭胴長が記録さ
れている190個体（オス110個体，メス80個体）につ
いて解析を行った。
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表１　年齢査定を行った個体の捕獲期間と個体数
年 捕獲期間 個体数
2000 　7月17日～12月11日 4
2001 　1月22日～12月27日 12
2002 　3月20日～11月21日 12
2003 　2月22日～12月　2日 12
2004 　7月　6日～12月17日 86
2005 　3月27日～　9月22日 2
2006 　2月19日～12月　5日 76
2007 　7月21日～12月　5日 7
2008 　2月29日～　9月　9日 20
計 231
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結果と考察

　体重と査定年齢の分布はオスメスともに正の
相関関係を示した（単回帰，オス： 2＝0 532，
0 001，メス： 2＝0 368， 0 001）。オスの体

重階ごとの査定年齢をみると，体重12 未満では 6
以上 7 未満及び 8 以上 9 未満の個体で年

齢幅が大きくなる傾向があり，12 以上ではすべ
ての体重階で年齢幅が大きくなる傾向があった（図
1）。メスでは 8 以上の体重階で年齢幅が大きく
なる傾向があった。年齢幅が大きくなった体重階で
は，体重の測定値による年齢推定が困難であるが，
体重12 未満のオス及び 8 未満のメスでは体重
と年齢が比例して大きくなる傾向があるため，これ
らの体重階では 5才に達するまでは体重による年齢
推定が可能であると考えられる。
　さらに，頭胴長と査定年齢の分布はオスメスと
もに正の相関関係を示した（単回帰，オス： ＝
0 321， 0 001， メ ス： ＝0 194， 0 001）。 オ
スの頭胴長階ごとの査定年齢をみると，頭胴長
55 以上の個体で年齢幅が大きくなり，メスでは
頭胴長50 以上の個体で年齢幅が大きくなる傾向
があった（図 2）。年齢幅が大きくなった頭胴長階
では，頭胴長の測定値による年齢推定が困難である
が，頭胴長55 未満のオスおよび50 未満のメス
では頭胴長と年齢が比例して大きくなる傾向がある
ため，これらの頭胴長階では 4才に達するまでは頭
胴長による年齢推定が可能であると考えられる。
　また，雌雄の別を不明として記録された17個体の
査定年齢の分布をみると，82 4％が 0～ 1 才に査定
されていた（図 3）。この結果は雌雄の別が判断で
きない未熟な個体は，0～ 1 才のアカンボウの特徴
を示していることを明らかにしている。
　これらの結果は，体重や頭胴長の測定値による年
齢推定は，体サイズの小さい個体では一定の精度で
推定可能であるが，体サイズが大きい個体では年齢
推定が難しく，年齢を明らかにするためには年齢査
定分析が必要になることを示している。体重は季節
変化が大きい（ ，1979）ため，捕獲季節ごと
のデータの蓄積と解析により精度の高い年齢推定が
可能になろう。

図１　捕獲個体の体重と査定年齢の関係
図中の▲および○は平均値，バーは標準偏差を示す。

図２　捕獲個体の頭胴長と査定年齢の関係
図中の▲および○は平均値，バーは標準偏差を示す。

図３　雌雄が不明として記録された個体の査
定年齢分布
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